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雲の内部を地上から観測､ウェブで配信
　―マルチパラメータレーダによる新しい試み―

火山活動観測データ観測､データ送信に衛星テレメータが活躍
掘らずに地面の中を知る
　―微動にひそむ可能性を発掘―

シリコンバレーは家賃が高い
　―米国  地質調査所に滞在して―

防災科研のスーパーコンピュータはこんなに進化した
長岡で国際ワークショップ｢21世紀､最初の大雪を経験して｣開催
マスコミが使う｢例え｣としての自然災害用語
　―｢小泉旋風｣と関連して―

科学のゆめ　みんなのゆめ
　―つくば科学フェスティバル2001―

つくばだより
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　標高約900c､小さいながらも、広い

関東平野のどこからでも臨むことので

きる山「筑波山｣。｢西の富士、東の筑

波」と称されるほど関東を代表する山

であり、特にここ茨城に住む私たちに

とっては日本一の山「富士山」よりも

親しみ深く、四季折々にその姿を変化

させる美しい山ではないでしょうか？

それは現在に限ったことではないよう

です。

　｢筑波山｣は朝は藍、昼は緑、夕は紫

と一日に幾度も表情を変えることから

「紫峰」と呼ばれ、その優美な姿は多

くの歌人を魅了し、古い歌集に数多く

歌われています。特に日本最古の歌集

｢万葉集｣には｢筑波山｣を詠んだ歌が長

歌､短歌合わせて25首あります。4,516

首の万葉集全体からすればわずかなも

のですが、富士山を詠んだ歌がわずか

９首であることを考えれば山を詠んだ

歌としては特別多いことがわかります。

そこには筑波山の優美な姿だけではな

く、古代の人々の間でのその重要な位

置付けもあるといわれています。

　筑波山神社をはじめ､男体山には｢伊

弉諾尊」女体山には「伊弉冉尊」を奉

る本殿があり、古くから神の住む山と

して多くの人々より愛され、信仰され

ていたようです。現在でも縁結び、夫

婦和合の神、生産のシンボルとして広

い信仰を集めているということです。

　神域として長い間保護されてきた

「筑波山」には学術的に珍しい植物や

昆虫、野鳥が数多く生息しており、関

東平野に残る貴重な自然の宝庫として

その優美な姿を私たちに受け継いでい

るのです。

（問い合わせ先：防災基盤科学技術研

究部門　大森みほ）
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